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きょうは、“ジュリエンヌスープ”についてのお話です。 

まず“ジュリエンヌスープ”の「ジュリエンヌ」とは、フランス語

で千切
せ ん ぎ

りという意味があります。１８世紀のフランスの名
めい

コック、

「ジーン・ジュリエン」という人が１７８５年に、千切
せ ん ぎ

りにした野菜

を入れたコンソメスープを作ったのが、名前の由来
ゆ ら い

と言われていま

す。さて、きょうの“ジュリエンヌスープ”には、レタスが使われて

います。レタスには、ビタミンＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ、Ｅ、カルシウム、

鉄分
てつぶん

などの栄養素
えいようそ

がたくさん含
ふく

まれています。 

レタスのほかにも、たまねぎやにんじん、セロリなどの野菜がたっ

ぷり使われていて栄養
えいよう

たっぷりですので、残さずにしっかり食べま

しょう。 


